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【目的】有機ペロブスカイト太陽電池はその高い変換効率と塗布法で容易に作製できる事などか

ら次世代の太陽電池として期待されている。約 22%の高効率が報告されているが、素子の正孔輸

送層には Spiro-OMeTAD が用いられており、安価な材料を利用しているペロブスカイト太陽電池

の中では高価である。Gratia らは、安価かつ高効率な代替正孔輸送層として V886(東京化成)を提

案した[1]。我々は、V886 に添加剤として正孔注入材料である HAT-CN をドープし強いアクセプ

タ性を利用して、V886 膜の正孔輸送性の改善を図った。 

【結果】Fig. 1は J-V特性であり図中にある素子構造(ITO / PEDOT:PSS / 正孔輸送層/ Au)は、正孔

のみを輸送させる構造となっている。HAT-CN をドープしていない V886膜に比べ、ド－プを行っ

たものの方が多く電流が流れている。このことから HAT-CN のドープにより V886 膜の正孔移動

特性が向上していることがわかる。また、Fig. 2より HAT-CN のドープの有無による吸収の比較を

行った。500~800[nm]領域を拡大したグラフを見ると吸収のピークにほとんど差は見られなかった

ことから、V886膜そのものが変化していないことがわかる。このことから HAT-CNのドープを行

うことにより、V886膜の膜質の改善が考えられる。当日はこれらの膜を用いての太陽電池特性の

比較検討、AFM、SEMなどを用いた各膜質の解析などを報告する予定である。 
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Fig. 1 The hole mobility characteristics of with 

HAT-CN dope / V886, without HAT-CN dope / 

V886, Spiro-OMeTAD obtained from J-V 

curves of hole-only device. 

Fig. 2 The absorbance compare of with HAT-CN 

dope / V886 and without HAT-CN dope / V886. 
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